
●道徳教育推進教師と担任の連携による授業づくり 

本校では独自の「主題分析シート」を活用し，学級担任と道徳教育推進教師が連携して教材研

究を行っている。また，学年ごとに副担任も含めた「ローテーション道徳」を計画・実施するこ

とにより，全教師参加型の指導体制を確立している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒にとって深い学びのある授業を実践するには，生徒の実態把握を前提に，指導する内容項目と

用いる教材について深く分析し，教師と生徒がともに考えることのできる主題（テーマ）を設定する

ことが大切です。そこで本校では，独自の主題分析シートを作成し，以下の手順で授業づくりを行う

ようにしています。さらに，シートに生徒実態を記せるように，シートの改善を検討しています。 

②①の視点で学習指導要領解説の該当ページおよび教材文を読む。 

③主題（テーマ）を決める。 

※本授業で話し合うテーマになるよう，生徒実態に応じながら，

できるだけ生徒にわかりやすい言葉になるようにしておく。 

①内容項目について，学習指導要領解説を読む前に，その項目が「な

ぜ大切なのか？」「難しさは何なのか？」「それでも大切なのはな

ぜなのか？」ということについて数人で話し合って整理する。 

⑤中心発問に対する予想される反応から，さらに問い返してみたい

補助発問と，予想される反応を考える。 

主題分析シートを用いた授業づくり 

 

④主題（テーマ）について問題提起できそうな場面を中心場面とし

て設定し，中心発問と予想される生徒の反応を考える。  

 ローテーション道徳の実施 

 
複数学級ある学年では，各クラス担任が教材を分担し，クラスを入れ替えて授業を行うこともある。このように

することで，１つの教材を複数回実践することができ，短いスパンでの授業改善が見込める。 

一方のクラス担任が授業を行う場合，例えば，A組担任は，T３を担って生徒の学級状況を客観的に見取ったり，

事後協議を行ったりして，授業改善につなげる。 

道徳推進教師が，Ｔ１の役割を担うことにより，授

業と通して学級担任等に研究の方向性を示すことがで

きる。また，Ｔ２を担う学級担任にとっては生徒の学

習状況を客観的に見取るチャンスとなる。 

副担任もローテーションに組み込むことで，道徳

科の授業研究が全教職員で推進するものになる。（た

だし，副担任への負担も考慮し，定期的に組み込む

ことはしない） 


